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研究成果の概要（和文）：本研究では，日本列島が経験した最新の巨大噴火である鬼界カルデラの噴火（縄文時
代早期末、約7300年前）をとりあげて，火山灰考古学の手法を用いて噴火災害の実態を明らかにした。具体的に
は，大隅半島において，同噴火に伴う大規模火砕流である幸屋火砕流堆積物の到達範囲の北限を再検討した。ま
た，宮崎平野における海成層中の鬼界アカホヤテフラを検出し，各種分析を通して一帯の環境変化を復元した。
さらに，南九州における同噴火後の遺跡から得られた考古学的な情報を重ねあわせて，巨大噴火による激甚被災
地の状況や狩猟採集民の再定住プロセスを読み取った。

研究成果の概要（英文）：This study is intended as an investigation of the actual situation by the 
volcanic disaster, using the method of the tephra archaeology, concentrate on the Kikai Caldera (the
 K-Ah eruption) which is the latest huge eruption experienced by the Japanese Archipelago, at the 
end of the initial Jomon period (7,300 cal BP). Specifically, we reconsidered the northern limit of 
the the Koya pyroclastic flow deposits, which are large-scale pyroclastic flows associated with the 
K-Ah eruption in the Osumi Peninsula. Moreover, we considered environmental changes based on various
 analyses of the two marine sediment cores with Kikai Akahoya tephra in the Miyazaki Plain. In 
addition, we estimated the situation in the severely affected areas of the huge volcanic disaster 
and the resettlement process of hunter-gatherers, on the basis of Archaeological data from the site 
after the K-Ah eruption in Southern Kyushu.

研究分野：考古学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本列島の人々が文字によってさまざまな出来事を書き記すようになってから以降は，巨大噴火を経験していな
い。そのような中において，日本列島が経験した最新の巨大噴火である鬼界カルデラの噴火（縄文時代早期末，
約7300年前）の際に，どのような現象が起こり，人類がそのイベントにどのように向き合ったのかを正確に復元
することは極めて重要である。先史時代の出来事であるので，本研究のような考古学的アプローチが必要とさ
れ，大地変動期に入ったと指摘される現代においてその意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
昨今は，日本列島の災害史上類をみない東日本大震災等の大規模災害を踏まえて，火山災害
についてもその防災・減災に向けてより正確なハザードマップを作成する必要性が叫ばれてい
る。日本列島が経験した最新の巨大噴火である鬼界カルデラの噴火（鬼界アカホヤ噴火）は，
先史時代に起こったイベントであり，14C 年代や年縞堆積物による年代的位置づけが精緻化さ
れるとともに，考古資料の編年との対応関係も明らかにされつつある。この噴火が当時の地形
や植生などの自然環境へ与えた影響については，自然科学分析の進展によって検討が進んでい
るが，九州の縄文文化に与えた影響の評価に関しては，噴火による直接のインパクトを被った
と断定できる被災集落遺跡が未発見であるということもあって，噴火後の激甚被災地における
被災状況の実態とその後の復旧に関しては不明な点が多い。 
 
２．研究の目的 
本研究は，日本列島が経験した最新の巨大噴火である鬼界カルデラの鬼界アカホヤ噴火（縄
文時代早期末，約 7300 年前）をとりあげて，火山灰考古学の手法を用いて，噴火災害の実態
を明らかにするものである。一つ目は，同噴火に伴う大規模火砕流である幸屋火砕流堆積物の
到達範囲の北限を明確にする〔課題①〕。二つ目は，同噴火に伴う降下火山灰（以下，降下テフ
ラ）が分厚く堆積した地域における沖積層中に一次堆積の降下テフラがどの程度堆積し，一帯
の環境にどのような影響を与えたのかを明らかにする〔課題②〕。三つ目は，発掘調査によって
遺跡から得られた考古資料を分析した上で，上記二つの作業を通じて詳細化した災害実績図に
それらの遺跡情報を重ねあわせて，巨大噴火災害における被災状況や狩猟採集民の再定住プロ
セスを復元する〔課題③〕。 
 
３．研究の方法 
〔課題①〕鬼界アカホヤ噴火の幸屋火砕流堆積物の南九州本土における到達範囲の北限を明確
にする作業については，南九州本土東部の大隅半島側で発掘調査中の遺跡の地層を対象として
テフラの観察と記載，化学組成分析等を行って，火砕流堆積物の存否を確かめる。 
〔課題②〕宮崎平野部の沖積地に堆積した鬼界アカホヤテフラ堆積物の検討については，縄文
時代早期の貝塚である跡江貝塚（宮崎県宮崎市大字跡江）の周辺に絞って機械式ボーリングを
行い，鬼界アカホヤテフラを含む層相の観察と記載，ユニット区分を行って，14C 年代測定，珪
藻分析，花粉分析，植物珪酸体分析等の各種自然科学分析を行い，堆積環境について解釈を試
みる。 
〔課題③〕これまでに南九州の遺跡発掘調査で検出された鬼界アカホヤテフラ直下・直上出土
の条痕文系土器を対象として，土器付着炭化物の 14Ｃ年代測定を実施して鬼界アカホヤ噴火と
の時間差を検討する。最後に鬼界アカホヤ噴火の激甚災害が想定されるエリア内において，遺
跡の存続期間情報を重ねあわせて，噴火災害の影響を読み取る。 
 
４．研究成果 
2016 年度は，課題①（幸屋火砕流の分布範囲の把握）に関して，南九州本土東部の大隅半島
南部、鹿児島県肝属郡南大隅町佐多伊座式の標識露頭から鬼界アカホヤテフラの各メンバーの
基準試料をサンプリングした。また大隅半島に所在する複数の遺跡の地層を対象として，鬼界
アカホヤテフラの観察と記載を行い，そのうちの平良上遺跡（鹿児島県曽於郡大崎町）と宮脇
遺跡（同県同郡同町）において，鬼界アカホヤテフラの幸屋降下軽石と降下火山灰層との間に
形成された砂層のサンプリングを行った。各試料については，室内で EPMA による軽石の化学組
成分析を進めた結果、両遺跡の鬼界アカホヤテフラ層中に形成された砂層は，両遺跡が形成さ
れた台地基盤をなす姶良丹沢（AT）テフラと鬼界アカホヤテフラが混ざり合ったものであり，
鬼界アカホヤ噴火と同時に起こったとされる巨大地震に伴う液状化によって、噴出し広がった
ものであることが推定された。このことは，同じ鹿児島県曽於郡大崎町内の永吉天神段遺跡や
荒園遺跡の調査区域内において，噴砂脈が検出されて実証された。これにより，これまで大隅
半島北東部の牧遺跡（鹿児島県志布志市有明町）等において，鬼界アカホヤテフラの下半部に
形成された砂層は鬼界幸屋火砕流堆積物と推定されてきたが，そうではなく，巨大地震に伴う
ものであることが想定され，火砕流は大隅半島北部へは到達していないことが確認できた。課
題②（宮崎平野の沖積地における鬼界アカホヤテフラ堆積物の抽出と分析）に関しては，縄文
海進時に浅海域であったと推定される宮崎平野の沖積地で行う機械式ボーリング予定地の所有
者と許可申請の事前打ち合わせを行った。課題③（激甚被災地における再定住プロセスの復元）
に関しては，牧野遺跡（鹿児島県南九州市知覧町）の鬼界幸屋火砕流堆積物直下から検出され
た７号集石遺構内から採取された炭化材，九日田遺跡（同県霧島市牧園町）において鬼界アカ
ホヤ降下テフラ上位から出土した条痕文土器の外面付着炭化物を対象として，14Ｃ年代測定を
実施した。結果，前者の試料から，鬼界アカホヤテフラ直前，後者の試料から，同テフラ直後
の年代値を得ることができた。また，鬼界アカホヤテフラとの層位関係はとらえられていない
が，南九州との対比資料として，西北九州の伊木力遺跡（長崎県諫早市）のドングリ貯蔵穴か
ら出土した轟B式土器の外面付着化炭化物についてもサンプリングして 14C年代測定を行った。 
2017 年度は，課題①に関して，薩摩半島南部・大隅諸島においてフィールドワークを行った。
薩摩半島南部では，南端部の鹿児島県指宿市や南九州市知覧町において明確に確認できた火砕



流堆積物が同半島西岸部の南さつま市金峰町田布施平野一帯の台地上ではきわめて不明瞭にな
ることが把握できた。また大隅諸島では，種子島南東部の広田遺跡周辺において，鬼界アカホ
ヤテフラの降下火山灰は存在するが，直下に火砕流堆積物を伴わない地点があることを確認し
た。課題②については，宮崎県宮崎市の生目の杜運動公園内において学術ボーリングを実施し
た。層序の概要を示すと，盛土下に黒褐色の有機質土，泥炭質の灰色シルト層，鬼界アカホヤ
テフラを含む堆積物，それ以下は貝殻片を含む暗灰色のシルト層となる。鬼界アカホヤテフラ
水成堆積物の下位には鬼界アカホヤ噴火とほぼ同時の津波堆積物とみられる砂層も確認された。
コアの各種自然科学分析を行った結果，鬼界アカホヤテフラ水成堆積物はほぼバブル型の火山
ガラスで構成されていることが明らかとなり，津波堆積物とみられる砂層には鬼界アカホヤテ
フラだけでなく，ＡＴ起源のものも含まれていることが明らかとなった。環境復元については，
鬼界アカホヤテフラ堆積前の当該地は海水・汽水の影響を受ける河川水域か沼沢湿地であった
が，テフラ降下後は陸域の急速な拡大が起こったことがうかがわれ，テフラ降下による影響の
具体相が明らかとなった。課題③については，鬼界アカホヤテフラ前後に位置付けられる土器
型式の年代測定値を充実させることを目的として，向田遺跡（福岡県飯塚市）と轟貝塚（熊本
県宇土市）で出土した，条痕文土器群の外面付着炭化物の 14Ｃ年代測定を実施した。 
2018 年度は，課題①に関して，大隅半島南部の肝属郡南大隅町では明瞭に堆積している幸屋
火砕流堆積物が，北へ数十㎞地点の鹿屋市吾平町の台地上の遺跡群では同火砕流堆積物を欠き，
降下テフラのみとなることが把握できた。このことから，幸屋火砕流が肝属山地を越えてより
北へは到達していないことが確認できた。課題②に関しては，昨年度の調査地点の東方約 890m
にある宮崎県宮崎市の生目の杜遊古館（宮崎市埋蔵文化財センター）敷地内において機械式ボ
ーリングを実施し，現地表面から約 6ｍ分のコアを採取することに成功した。堆積物のおおま
かな層序の概要を示すと，盛土（層厚約 1.32ｍ），作土（約 0.68ｍ），泥炭質土（約 0.45ｍ），
鬼界アカホヤテフラを含む堆積物（約 1.22ｍ），それ以下は灰色のシルト層となる。課題③に
関しては、大隅諸島を対象にして、鬼界アカホヤ噴火後に形成された種子島の上平遺跡（鹿児
島県熊毛郡南種子町）出土の轟 B式土器と屋久島の一湊松山遺跡（鹿児島県熊毛郡屋久町）の
最下層出土曽畑式土器の外面付着炭化物の 14Ｃ年代測定を実施した。結果，種子島における明
確な定住集落跡の形成が鬼界アカホヤテフラ（5300 cal BC）降下後の 400 年後以降，屋久島北
部では，約 1000 年後以降と推定された。また，対比試料として，大畝町園田遺跡（鹿児島県薩
摩郡さつま町）と横尾貝塚（大分県大分市）から出土した轟 B 式土器の内面付着炭化物の 14C
年代測定を行った。 
2019 年度は，課題②に関して，2018 年度に採取した機械式ボーリングのよるコア（5ｍ分）
の層序確認・柱状図作成と各種自然科学分析（放射性炭素年代測定，テフラの観察と記載，テ
フラ化学組成分析，珪藻分析，花粉分析，植物珪酸体分析）を行った。同コアの層序の各ユニ
ットは、Ａ：盛土（層厚約 1.32ｍ），Ｂ：作土（約 0.68ｍ），Ｃ：黒色泥炭質シルト（約 0.45
ｍ），Ｄ１：火山ガラスに富む灰色極細粒砂～シルト（約 0.53ｍ），Ｄ２：葉理の発達した火山
ガラスに富む灰色細粒砂～極細粒砂（約 0.46ｍ），Ｅ：細礫サイズの軽石を含む灰色細粒砂（約
0.13ｍ），Ｆ：偽礫を含む細粒砂（約 0.1ｍ），それ以下はＧ：暗灰オリーブ色シルト質粘土で
ある。テフラ分析の結果，Ｄ～Ｆには鬼界アカホヤテフラの火山ガラスが確認され，ＥとＦに
はそれ以外にＡＴテフラや桜島起源とみられるテフラも確認された。珪藻分析の結果，コア最
下部であるＧの堆積環境については，水深が浅く，海水の影響を強く受ける塩水湖沼・沼沢地
（内湾の最奥部）の環境であったと推定され，Ｄ２下半からＦにかけては，海からだけでなく，
陸域からも流れ込みがあった可能性が指摘され，津波等に伴うイベント堆積物であると推察さ
れる。また，Ｄ１からＦまでの鬼界アカホヤテフラを含む海成堆積物によって，当該地の水深
が急激に浅くなったと推定される。花粉分析の結果では，鬼界アカホヤテフラ降下後における
樹木起源の極端な現象傾向は認められなかった。課題③については，当該年度に，大隅半島中
部において鹿児島県教育委員会が調査主体となって実施した猫塚遺跡（鹿児島県鹿屋市吾平町）
発掘調査現場において，鬼界アカホヤテフラ（5300 cal BC）とその上位の池田湖テフラ（4450 
cal BC）に挟まれた良好な包含層が確認され，同層からまとまった条痕文土器の出土も確認さ
れたため，土器の実見と付着炭化物の採取を行い，14C 年代測定を行った。対比資料として，同
遺跡の北方 1.7 ㎞に位置する鴬原遺跡（鹿児島県鹿屋市吾平町）の鬼界アカホヤテフラ下位か
ら出土した条痕文土器 1点の付着炭化物の採取も行って，14C 年代測定を実施した。結果，猫塚
遺跡出土の条痕文土器の較正年代は，5316 cal BC～4958 cal BC の間に収まり，鬼界アカホヤ
テフラ降下（5300 cal BC）後 100 年～数百年以内のデータが示された。これらはいずれも列島
の縄文土器編年の早期末から前期前半に位置づけられる年代値で，鬼界アカホヤテフラ直後の
土器群の範疇でとらえられる可能性が高い。このことから，大隅半島中部の幸屋火砕流到達北
限の周縁部エリアでは，鬼界アカホヤテフラ降下を挟んで人類の活動が継続されていたか，あ
るいは活動の再開が極めて早かったと推察される。なお，上記の猫塚遺跡と鴬原遺跡における
鬼界アカホヤテフラの各メンバーについては，最下部に幸屋降下軽石，その上位に降下火山灰
が認められ，両メンバーの間には火砕流堆積物（幸屋火砕流）は確認されず，これまで行って
きた幸屋火砕流の分布範囲の把握（課題①）のフィールドワーク結果を追認するものであり，
幸屋火砕流が肝属山地よりも北の台地上には及んでいないことが明確になった。なお，後者の
遺跡では，液状化に伴う噴砂がシート状に確認され，鬼界アカホヤ噴火に伴う幸屋降下軽石降
下直後において，巨大地震が起こっていたことも再確認された。 
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